
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（ 松本 地域） 
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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果     

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み     

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

    

    

    

    

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 Re Forest Camp 事業 

事業主体 

（連絡先） 

筑北ファン倶楽部（東筑摩郡筑北村坂北３４３８ 夢パレット坂北Ａ３０２） 

ＴＥＬ／ＦＡＸ 0263－66－2248 携帯 080-5140－9189 

事業区分 (５)環境保全及び景観形成に関する事業 

事業タイプ ソフト事業 

総事業費 712,505円（うち支援金：534,000 円） 

（活動写真） 

① 事業のスムーズな実施 

② 運営体制の構築 

③ 事業の拡充 

④ 今後への継続 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 
①実際に実施できたこと 

②体制を強化できたこと 

③平成 27 年度へ継続・拡大実施に  

 つながったこと 

 

 

【【【【子供保養キャンプの様子子供保養キャンプの様子子供保養キャンプの様子子供保養キャンプの様子】】】】    

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

（１）松本こども留学の実施・・・参加者１０名 

   ・平成２７年度に継続事業として実施できる体制が整った。 

   ・平成２７年度８月に実施予定 

 

（２）親子レスパイト事業・・・参加家族３家族（合計１４名） 

   ・医師団、ボランティア団体との連携・体制を強化できた。 

   ・平成２７年度に継続事業として実施できる体制が整った。 

   ・平成２７年度は７月に１回、８月に２回実施予定 

  

 いずれの事業も、参加された方、主催者に喜んでもらえたこと

や社会的な意義を感じた。 

（１） 松本子供留学保養キャンプの受け入れ 

期日：８月３日～８日（筑北村は８月５日～８日に実施） 

場所：西条温泉とくら／筑北村ふれあい広場キャンプ場 

参加者：１０名 

 

（２）筑北村親子レスパイト拠点事業 

期日：８月２９日・３０日・３１日 

場所：西条温泉とくら（宿泊） 

   筑北村社会協議福祉会（浴室） 

   ふれあい広場（野外活動） 

参加者：３家族／医師チーム／神奈川県大磯のボランティア団体 

    その他関係する団体・関係者等 

 

平成 26 年度に特段の問題も発生せず事業が実施でき、主催者・参加者からも評価いただいたこ

とから、平成 27年度も事業を拡大、継続実施することとなっている。 

また、体制の強化、広報活動を実施し、当活動が各地へ広がるような活動を実施していく。 


